
天間地区にお住まいの方

大腸がん検診を受けましょう！
大腸がんで亡くなる方が増えています。他人事ではなく自分事です。

早期の大腸がんではほとんど

自覚症状が

ありません。

早期発見・治療で

95％以上の
人が治ります。

大腸がんは

40歳以上
がなりやすいがんです。

がんによる死亡のうち

女性１位・男性２位
が大腸がん。

受けるしかない！大腸がん検診！

検査は自宅でできる簡単な検査です。

裏面をご覧ください

富士市がん部位別死亡数〈R2〉

女性 男性

大腸がん 55名 1位 肺がん 96名

乳がん 39名 2位 大腸がん 79名

膵臓がん 38名 3位 胃がん 63名



R3天間地区の
大腸がん検診受診率は5.6％（富士市：7.0％)

富士市内で最も受診率が低い地区でした。

【便潜血検査】

対象年齢 36歳以上

自己負担金 700円

検査方法 自宅で2日分の便をとり提出する
簡単な検査です

採便容器

1日目

2日目採便棒

※採便容器は提出まで冷暗所に保管

採便棒で、便の表面を

まんべんなくこする便
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●受診には「富士市がん検診等受診券」が必要です。
(黄色い封筒で対象者へ世帯でまとめて郵送)
●その他のがん検診についても、実施医療機関や検診の詳細は

「検診ガイド」または市ウェブサイトでご確認ください。

【検診についてのお問い合わせ】

富士市健康政策課 健診担当（フィランセ内）

電話0545-64-8992

検診方法は２種類

① 個別検診 （検診ガイド p.5～6）
② 集団検診 （検診ガイド p.7～14）


